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１．はじめに
⑴ 問題の所在
「創造美育運動」??に見られるように、我が国における児童中心主義（創造主義）の美術教育??（以
下、「創造主義の美術教育」と略記）の歴史において、思春期の子どもを対象とする美術教育は、幼
児や児童を対象とする美術教育に較べ著しく軽視されてきた。それは、創造主義の美術教育の考え
方そのものに起因するというよりも、創造主義の美術教育が移入、紹介され、広く拡大する過程で、
ある種のバイアスがかかっためである。つまり、我が国においては、思春期の美術教育に対する関
心が欠落した形で創造主義の美術教育の理念や方法が伝えられ、広められたのである。
そのような偏りが生じた主たる理由は、創造主義の美術教育の移入、紹介に重要な役割を果たし
た久保貞次郎（1909-1996）自身の関心のあり方にあったと思われる。この点については、戦後の創
造美育運動の中で、本来「十歳以後」、つまり思春期の美術教育を主要な研究対象としていた北川民
次（1894-1989）の美術教育に対して、その核心部分はほとんど顧みられることなく、思春期以前の
年少の子どもの美術教育について論じた、いわば派生的な部分がクローズアップされ、取り上げら
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れたことによく表れている（拙稿「北川民次と創造主義の美術教育」??参照）。
しかし今日、私たちはウィリアム・ジョンストン（William Johnstone,1897-1981）やマリオン・
リチャードソン（Marion Richardson,1892-1946）、ヴィクタ ・ーローエンフェルド（Viktor Lowenfeld,
1903-1961）など、「創造主義の美術教育」の理論家、実践家として知られる人々が思春期の美術教
育に強い関心を抱き、その問題を真摯に追究したことを知っている。
本稿の目的は、W.ジョンストンの『思春期の美術』??（原著“Child Art to Man Art”,Macmillan
&CO.LTD.,1941）を分析対象として取り上げ、ジョンストンが「思春期の美術教育」の問題をど
のようにとらえ、それをどのように解決しようとしていたかについて考察することである。
なお、本研究は、引き続いて行うV.ローエンフェルドの『美術による人間形成』??（原著“Creative
 
and Mental Growth”3rd Edition,The Macmillan Campany,New York 1947）の分析と対になるも
のであり、両者の分析を通して、思春期の美術教育に関する 1940年代における創造主義の美術教育
の成果を再確認しようとするものである。そしてそれをふまえて、我が国における創造主義の美術
教育の紹介、移入時にかかったバイアスがどのようなものであったのか、またそれはその後の創造
主義の美術教育の展開にどのような影響を及ぼしたのかについて明らかにしていきたいと思う。
⑵ ?思春期」及び「思春期の危機」について
はじめに、用語を整理しておきたい。『広辞苑』（第 5版，岩波書店，1998）によれば、思春期と
は第二次性徴が現れ、生殖可能となる時期を指し、11～12歳から 16～17歳までの時期に当る。また
『発達心理学辞典』（ミネルヴァ書房，1995）では、児童期から青年期への移行が行われる 11～13歳
の青年前期に対して、第二次性徴に着目して名づけられた用語であるとし、adolescence（青年期）
に対して puberty（思春期）の語が当てられている。
年齢区分については辞書・辞典によって幅があるが、本稿では小学校高学年から中学校の年齢段
階を指すこととする。また、上の辞書的な定義でも確認できるように、元来「思春期」は子どもの
生理的な発達に着目した呼称であるが、本稿では、主としてこの年齢段階における描画の発達上の
特異性に着目して思春期の用語を用いる。したがって、年齢区分としては「青年前期」と同義であ
る。
以上のことをふまえて、本稿で「思春期の美術教育」という場合、小学校高学年から中学校段階
の子どもを対象とする、児童期の美術教育とは異質な固有の課題を有する美術教育を意味するもの
とする。
また、「思春期の危機」については、先の『発達心理学辞典』では、思春期（青年期）は子どもか
ら大人になるために与えられたモラトリアムであり、依存の公認される児童期と独立が求められる
成人期の間にあって、「依存」と「独立」という二つの世界をさまよう時期であり、この移行期、分
岐点に立つことが危機の理由であるとしている（本辞典では、思春期の危機と青年期の危機はほぼ
同義に使われている）。なお、『新版学校教育辞典』（教育出版，2003年）のように、青年期の前半に
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起る生理的・身体的変化が心理的成熟や社会的発達との齟齬をきたし、「むずかしい年頃」を形成す
るこの時期の生理的、心理的特徴を指して「思春期」と呼んでいる例もある。
描画表現における「思春期の危機」については、児童期に広く見られる図式的な描画表現??に満足
できなくなる一方、それに代る新たな表現方法を身に付けていない時期（筆者はこの過渡的な時期
を「様式不在の時期」??と呼ぶ）における描画表現上の危機を意味するものとする。
２．『思春期の美術』の構成及び内容
『思春期の美術』は、次のような章で構成されている（邦訳には必ずしも分かりやすいとはいえ
ない訳や明らかに誤りと思われる訳がある。そうした訳文については、適宜原文に当って修正した。
章のタイトルについても同様である）。
まえがき
序
第 1章 芸術――その意味と連続性。教育における芸術の目的
第 2章 子どもたちの自然な描画本能をどのように発達させるか
第 3章 再現的な描画
第 4章 新しい方法
第 5章 新しい方法と材料
第 6章 筆記と印刷
結び
以下、各章の内容を概観する。
⑴ 「まえがき」及び「序」
「まえがき」は、『芸術家としての子供達』の著者として知られる R.R.トムリンソンによって書
かれており、本書の特色とジョンストンの人物像が簡潔に紹介されている。トムリンソンは、本書
について、美術教育の新しい方法が実際の成果の裏付けをもって提案されていること、自らの実践
だけでなく他の人々の業績にも注意深く目を向けていること、過去の方法の中からもよい部分を見
出し取り入れていること等の点を高く評価している。
「序」では、ジョンストンは、教育の意味と教師の役割、新しい美術教育（児童中心主義の美術
教育）が進むべき道、思春期の子どもを対象とする美術教育の意義について論じ、著者の基本的な
立場や本書執筆の目的などを明らかにしている。
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⑵ ?第 1章 芸術――その意味と連続性。教育における芸術の目的」
ジョンストンは、芸術（美術）について、それを絵画や彫刻などに限定する伝統的な芸術観に見
られるような狭い意味ではなく、人間にとって本能的とも言える表現衝動に根ざしたものであり、
人間の生活を豊かにするために欠かせないもの、あるいは生活に関連づけて存在するごく自然なも
のとして捉える。そして、芸術制作の意義（効用）について、人格形成的な面と実利的な面の二つ
の側面から論じ、前者については、芸術的な表現＝創作活動の経験が創造的な資質や能力の向上、
道徳的、精神的な向上に大きな影響を与えるとし、後者については、芸術作品の制作がデザインに
対する感受性を発達させ、イギリスの産業の発展に大いに貢献するとしている。
さらに芸術教育の目的については、ある特定の嗜好を身に付けさせることではなく、子どもが将
来よい嗜好とは何かを自ら判断し、身に付けていけるように、柔軟性に富んだ発達を促すことであ
り、そのような訓練の場を提供することであるという。そして、芸術教育の方法について、芸術は
子どもが価値を実感できるような方法で教えられなければならないとし、最善の方法は芸術を実行
することであると述べるとともに、芸術は単独では存在できないので、学校教育における芸術教育
は学校生活や他の教科と関連づけらなければならないと述べている。
⑶ ?第２章 子どもたちの自然な描画本能をどのように発達させるか」
第 2章では、幼児の原初的な描画行為として知られる「スクリブル」（なぐり描き）を取り上げ、
その美術教育的な意義や可能性、思春期の子どもを対象とする描画指導への応用について、具体的
な例を挙げて論じている。
ジョンストンは、スクリブルあるいはスクリブルから発展する描画について、青年や成人の失わ
れた創造力を蘇らせ、発達させる有力な手段であるとし、思春期の子どもたちにも有効であり、子
どもの表現活動と大人の創作活動を結び付ける役割を果たすと述べる。
「スクリブルは思春期の子どもの感情を解放し、スクリブルによる描画の発展は一歩進んだ方法
を意識させる。それは子どもの想像活動（image-making）を大人の創造的な能力に結び付ける
ことであり、絵画やデザインの創作においては最良かつ基本的な進め方である。」
（原著，p.32）
⑷ ?第３章 再現的な描画」??
ジョンストンは再現的な描画を、自然の皮相な外見を記録するだけの「模写 imitative copies」と、
フォルムに対する十分な経験を表現し、見ると同様に考え、感じる過程を経た結果である「真の描
画 actual drawings」を区別し、「真の描画」では、眼の訓練が重要であると指摘する。なぜなら、見
ることの適切な修練がなければ、真の経験はありえないし、したがって視覚像の形成の発達もあり
えないからである。
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ジョンストンはまた「技術」Techniqueについて、「子どもたちは幼稚なままでいたいなどと思っ
てはいない。大人になりたいのである。成熟が彼らのゴールなのだから。それゆえ、子どもたちに
美術に関する技術を教えることは望ましいことであり、かつ必要なことなのである。」（原著，p.48）
と述べる。
本章では、上のような前提に立って、子どもの眼と技術を訓練するための再現的な描画の方法と
して、「記憶による描画」「想像による描画」「遠近法に基づく描画」「モデル（幾何形体）を用いた
描画」「間隔や空間の調整 Spacing」が例示されている。
⑸ ?第４章 新しい方法」
第 4章では、眼と手を訓練し、造形的なセンスを発達させるための各種の練習が掲げられている。
例示されている練習は、「表-1」のようである（「内容」及び「学習要素」の欄は、筆者が本文の説
明をもとに要約した）。
表-１ 眼と手の訓練のための練習
練習 内 容 学習要素
1 筆と墨により、線分のプロポーションについて実験する。
2
水平、垂直の直線によってさまざまな矩形を描き、それぞれの感じを比較す
る。 プロポーション・バランス
3  2
と同様に、矩形を組合せてできる立体について、それぞれの感じを比較す
る。
4
錯視図形を用いて眼の訓練を行い、日常的な視覚習慣を是正するとともに、
自在な見かたを身につける。
錯視図形を用いた
眼の訓練
5
直線を使って正方形を感じのよい形体になるように分割する。曲線の効果を
実験する。
6
筆の腹で描いた線、筆の先で描いた線、始めに筆の先で次第に紙面に押しつ
けるように筆の腹で描いた線を比較する、たっぷり墨を含ませて描いた線と
半乾きの筆で描いた線を対比するなど、線の性質と視覚的な効果を確かめる。
線による分割・線
による構成
7 左右対称曲線を描いて、気に入った花瓶の形を描く。
8 曲線と直線を組合せて描き、それぞれの線の性質を調和させる。
9
花瓶以外の左右対称曲線による形体をつくる。気に入った形体を選び、ポス
ターカラーまたは水彩絵具の原色を使って、感じのよい配色になるように平
塗りする。
線による構成・配
色
10 非対象の曲線形体をつくる。それを分割し、9と同様の方法で平塗りする。
11
一枚の大きな白い紙を二つに折り、その上に立方体を置く。立方体に水平の
光を当て、背景及び底面にできる陰影の中から 3種類の灰色を見つけ、その
の輪郭線を描く。 明暗・陰影の識別
12  11の 3種類の陰影の違いを、インクによる彩色で表す。
13
黒、明るい灰色、その中間色、白の 4段階の無彩色の帯状の線を、画面に水
平・垂直に描く。その構成の上に直線・曲線によるデザインを描き加える。
無彩色のグラデー
ションと線の構成
14  
11と同様の背景に、透明な青色の花瓶を置き、水平の光を当てる。三様の色
彩を持った陰影を識別し、その輪郭を描く。明暗の関係に注意して、油絵具
で彩色する。明暗による色彩の識別訓練 色彩感覚の訓練
15
同一の青色の花瓶を色彩の異なる背景の前に置き、寒暖の感じの違いを比較
し、背景色との組合せによる寒暖の感じの変化を確かめる。
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⑹ ?第 5章 新しい方法と材料」
本章では、冒頭で、教師の役割や資質、教育を行う際の留意事項、子どもから青年期への過渡期
にある子どもたちが直面する絵画表現の課題について述べ、その子どもたちの助けとなる具体的な
指導方法を提示している。例示されている方法は、「コラージュ」??、「モンタージュ」???、「フォト・モ
ンタージュ」???、「モノプリンティング」???、「創造性の助けとしての遠近法の活用」である。
⑺ ?第 6章 文字の筆記と印刷術」
本章では、学校教育で実践できる手工の内、人間形成上最も重要なものの一つとして印刷を位置
づけ、文字のデザイン（レタリング）や印刷、製本の歴史を概観するとともに、それらを学校教育
に効果的に取り入れるための方法を例示している。
⑻ ?結び」
結びはやや統一感に欠ける印象を受けるが、主としてここでは「モデリング」???の問題を省略した
こと、第一次大戦後の新しい美術の動きが大きな影響を与えつつあること、それゆえ学校の美術教
育においても自由な芸術的表現をさせることが大切であり、そのような経験からこそ、芸術のセン
スとともに真の価値観と充実した人生への要求が生れてくるとしている。今後の課題として、学校
教育にアニメーション the animated cartoonの制作を取り入れるべきであると指摘している。
以上、『思春期の美術』の内容を概観したが、全体を通して特徴的な点は、むずかしいとされてき
た思春期の子どもの美術教育を効果的に進めるために、同時代の美術の方法を積極的に取り入れて
いることである。しかしまた、その一方で、伝統的な美術教育の方法についても、簡単に切り捨て
るのではなく、表現の原点に立ち返って見直すことにより、新たな可能性を見出そうとしているこ
とも重要な特色の一つである。
３．W.ジョンストンの美術教育論の歴史的位置及び特色
⑴ ジョンストンの美術教育論の歴史的位置
前節では『思春期の美術』の内容を概観したが、歴史的な文脈においてジョンストンの美術教育
論をとらえると、創造主義の美術教育として位置づけられることは間違いないとしても、その基本
理念を踏襲しつつも素朴な児童中心主義を乗り越えることが志向されており、創造主義の美術教育
の系譜の中では後期に位置づけられよう。直江俊雄はマリオン・リチャードソンの美術教育につい
て論じた『20世紀前半の英国における美術教育改革の研究』???の中で、リチャードソンの美術教育の
思想が一般に広く波及した 1930年代以降の美術教育改革を、児童中心主義（創造主義）の美術教育
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の第三段階に位置づけているが、それに倣えば、ジョンストンの美術教育は内容的な点からも時代
的な背景からも、リチャードソンと同じ第三段階に位置づけることができる。ジョンストン自身、
『思春期の美術』の「序」のなかで、美術教育の新しい方法（創造主義の美術教育の方法）にふれ
て、次のように呼べている。
?美術教育の新しい方法においても、この運動に参加した教師たちは二つの道をとっている
――一つは自由な美術 free artとしてよく知られている方法を信奉する教師たちのグループが
辿っている道であり、いま一つはこれとほぼ同意見ではあるが、いくぶん修正を加えた教師た
ちのグループが辿っている道である。
第一のグループの教師たちは、子どもの描画のもつ生来の自発性を根拠に、従来の教育方法
が課してきた技術的な拘束から一旦子どもの表現力を解放したあとは、子どもたち自身の内な
る力に任せるべきだとし、好ましい雰囲気と適切な材料を準備すること以外は、教師の影響は
最小限であるべきだと考える。第二のグループの教師たちは、原則的には第一のグループの教
師たちに賛同するが、加えて、子どもたちの興味を討論したり記述したりすることにより刺激
し、また子どもたちの努力を共感的な態度で方向づけるべきであると主張する。」
（原著，pp.4-5）
そしてジョンストンは、とるべき道は第二のグループの?子どもを共感をもって手助けする>道
であるとし、教師による共感的な指導の必要性や知的理解の重要性を指摘している。ジョンストン
のいう第一のグループは、言うまでもなく素朴な創造主義の美術教育に依拠する教師たちであり、
ジョンストンは自らを第二のグループに位置づけ、児童中心主義の原則に立ちつつも、より実効性
のある指導の必要性を主張しているのである。
同様の主張は、後半の章においてさらに具体的に述べられている。第 5章では、M.リチャードソ
ンにふれながら次のように記している。
「美術教育が知的なあるいは科学的な態度に対する強迫観念から解放された結果、過剰な形式や
内容の乏しい方法からの解放をもたらした。それは激励と方向づけによるもので、ロンドン市
教育委員会のマリオン・リチャードソンが主要な開拓者であった。この解放がなされ、充実し
た豊かな表現が可能になったのだから、我々は感情の解放と知的、科学的態度との妥協点を見
出し、より自制の効いた方向に向う時期にある。」（原著，p.123）
古い美術教育からの子どもの解放が一定の成果を得た今、改めて、バランスのとれた美術教育が
必要であるというのである。ジョンストンが今や是非とも必要であるとする「知的な、科学的な態
度の訓練」とは、もちろん子どもの感情や興味・関心とかかわりなく、対象の正確な再現描写の技
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術を一律に身につけさせようとした過去の方法への回帰ではなく、感情的表現と科学的、知的思考
を調和させるための訓練である。
⑵ ジョンストンの美術教育論と思春期の危機
『思春期の美術』は、ジョンストン自身が「12歳から 15歳のまでの子供たちの美術教育に内在す
る困難な問題をはっきりさせ、少年少女達の視覚的な想像力を保持し、かつ発展させるのにどんな
方法があり得るかを暗示しようとして書かれた」（「日本版への序文」）と述べているように、思春期
の子どもを対象とする美術教育のあり方について、新たな方法を提示し、紹介しようとする明確な
目的をもって著されたものである。描画表現における思春期の危機に対するW.ジョンストンの認
識は、次のような箇所によく示されている。
「この段階［引用者註：十一歳以後］において、子どものものの見かたに大きな変化が生じる。
したがって、表現の形式に変容が生じるのは避けがたいことなのである。創造の欲求は消失し
てしまうのではなく、多くの場合、子どもが経験する内的な感情の混乱に圧倒させられてしま
うのである。そのような時、適切な配慮と理解ある指導がなされるならば、子どもたちは創造
の欲求を満足させつつ、感情的な困難に打ち克つ手段を獲得できるだろう。実際、思春期は創
造の能力が芽生える時期なのである。」（原著，pp.5-6）
「十一歳以後の子どもにとって、特に重要な点は、努力しようとする子ども自身の欲求である。
彼らは幼稚でいることにうんざりしている。彼らは『子どもじみたことを捨て』はじめており、
徐々に大人へと向っているのである。何かに取り組みたいという欲求は差し迫ったものになっ
ている。何かに向う気持が目覚め、努力しようとする新たな意志が生れているということは、
美術に関する発達が十分であることを示している。
美術は、基本的な法則や原理を順守することなくしては達成できない。子どもが困難を経験
している時期に、計り知れない価値ある努力をするようになるのは、基本的な法則や原理に対
して習熟の域に達するにはどうすればよいかを教えることによってであり、単なる事実の蓄積
や取るに足りない技術の習得によってではない。」（同，pp.5-6）
このようにジョンストンは、思春期の危機は発達上避けがたいことではあるが、創造の意欲その
ものが衰えるわけではなく、むしろ創造力が芽生え始める時期であり、芸術の本質にふれる本格的
な美術教育が必要であるというのである。
別のところでは、思春期の子どもの認知的な発達にふさわしい表現技術の習得の必要性を指摘し
ている。
「子どもがもっとも想像力に富んだ方法でその感情を表現する初等教育の時期が過ぎると、小学
28 新 井 哲 夫
校段階と高等学校段階の間のむずかしい時期が訪れる。教師が最も大きな困難に直面するのは
この段階である。なぜなら、子どもが習得している技術の基準が、もはや年長の生徒のものの
見方を表現するには不十分だからである。今や生徒は未来の世界に憧れ、子どもじみた考えや
感情からできるだけ早く離れようとしているのである。これまでに身に付けた技術は役に立た
ず、自らの美術的な活動の成果に不満を感じるようになる。そして、あまりにもしばしばすべ
ての美術の表現を放棄してしまうのである。この段階では、子どもは十分な技術を持っていな
い、あるいは自分の成熟した考えやパターン、イメージを具体的に表現するために必要なアカ
デミックな能力をもっていないと言えよう。この時期の子どもは、子どもの世界と青年期の世
界との間に横たわる淵に橋をかけるための助けを必要としているのである。」
（原著，pp.100-101）
以上の引用から、ジョンストンが思春期の子どもを対象とする美術教育についてどのように認識
していたかを推し量ることができる。それは一言でいえば、子どもの発達段階に即した、美術の本
質にふれる美術教育が必要であるというものである。ジョンストンは、そのような美術教育の具体
的な方法を「適切な配慮と理解ある指導」あるいは「子どもの世界と青年期の世界との間に横たわ
る淵に橋をかけるための助け」と表現している。
４．W.ジョンストンにおける美術教育の方法論
それでは、ジョンストンは「教師の正しい配慮と理解ある指導」あるいは「子どもの世界と大人
の世界との橋渡しとなるような或る助け」として、どのような美術教育の方法を考えていたのであ
ろうか。
それは、芸術の根本的な法則や原理を理解させる美術教育であり、同時代の美術に対する子ども
たちの興味を積極的に認め、知的な、科学的な態度を訓練しようとするものである。具体的には、
スクリブルからの発展、フォルムに対する経験を重視した再現的描画、眼と手の訓練のための造形
演習、同時代美術の方法を取り入れた描画（コラージュ・フォトモンタージュ・モノプリンティン
グ・遠近法を活用した空間構成）、レタリングと本づくりなどである。
以下、それぞれの題材について詳しく見ていくことにする。
⑴ スクリブル及びスクリブルからの発展
スクリブルは幼い子どもが行う「なぐり描き」のことであるが、ジョンストンは、それを「子ど
もの芸術感覚が育つ助けとなる基礎」として位置づけ、次のように述べている。
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「われわれは自意識に悩み、自分自身をおおっぴらに表現することを怖れている。そして、さな
ぎのように、自制という繭の中に身を隠してしまう。気取りのないスクリブルは、自制の支配
からわれわれを解放してくれる。それはパターンに対する自覚をもたらし、絵を描き、デザイ
ンする能力に自信をとり戻してくれる。」（原著，p.25）
「スクリブルによる描画は思春期の子どもの感情を無意識のうちに解放する。そしてスクリブル
による描画が発展するにしたがって、子どもは進歩的な方法についてのセンスを獲得していく。
それは子どもの想像活動を大人の創造的能力に繫げることであり、それはまた、絵画やデデザ
ンを制作する際の最も基本的な方法でもある。」（原著，p.32）
つまりこの方法は、スクリブルを意識的に思春期の子どもの表現活動に取り入れることによって、
描画やデザインに対する自信を取り戻させようとするものである。スクリブルによる描画のプロセ
スは、次のようである。
■スクリブルによる描画のプロセス
?ステップ 1>［導入］
･誰でも自分を表現したいものであり、誰でもいたずら描きをしたことがあり、またスクリブル
をすることができるという話をする。
･黒板を使って、スクリブ
ルとスクリブルの発展の
させ方を実験して見せ
る。
?ステップ 2>［スクリブル
の試行］
･10センチ四方又は 15セ
ンチ四方の紙を 12枚以
上スクリブルで埋めさせ
る。
?ステップ 3>［スクリブル
からの発展］
･最も気に入ったスクリブ
ルを一つ選び、フォルム
を見つけさせる。
･トレーシングペーパーを
重ね、フォルムを見つけ 図１ 10～11歳の子どものスクリブル
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て、発展させる。
?ステップ 4>［スクリブルからの発展］
･別のトレーシングペーパーを使い、明暗のコンポジションを発展させる。
?ステップ 5>［図柄の拡大］
･スクリブルから発展させた図柄を好みの大きさに拡大する。
?ステップ 6>［図柄の修正・発展］
･図柄を修正し、発展させる。
?ステップ 7>［図柄の完成］
・図柄を完成させる。
?ステップ 8>［図柄の応用］
・図柄をさまざまな材料に応用する。
■スクリブルの発展例（図 2～4）
⑵ フォルムに対する経験を重視した再現的描画
この方法に関する指導の過程は記されていないが、図版として、人体の再現的素描（11点。短い
時間で描いたクロッキーと比較的時間をかけて描いた素描がある）、省略とデフォルメを加えた人体
素描（11点）、球・円錐・立方体などの幾何形体を遠近法と陰影法を用いて描いた再現的素描（2点）、
鋳造された人物像の素描（1点）、肖像画（1点）が掲載されている。
この方法において強調されていることは、眼の訓練、見ることの正しい教化の重要性である。ジョ
図３ ステップ 4 図４ ステップ 7［図柄の完成］
図２ ステップ 3
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図５ スクリブルからの発展（a) 図６ スクリブルからの発展（b)
図８ スクリブルから壁紙への発展図７ スクリブルからの発展（c)
図10 人体の再現的な
描写（b)
図11 人体の再現的な描写（c)図９ 人体の再現的な素描（a)
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ンストンは眼の訓練の重要性について、「子どもが読むことと同時に見ることを学ぶことは非常に大
切なことである。なぜなら、見ることの正しい教化が欠けていれば、真の経験も、それゆえイメー
ジを組み立てる能力の発達もありえないからである』（原著，p.47）、と述べている。これに続けて、
「モデルに似せて描く方法は、最近まで広く学校で行われていたが、それは単に外見を写しとるこ
とである。どんな描画であれ、その中にフォルムについての豊かな経験、作者本人の反応、関わり
が表われなくてはならない」（原著，p.47）と述べているように、ジョンストンのいう眼の訓練は、
対象の外観の機械的な模写を目的とするものではなく、対象を見、考え、感じる過程を通して、フォ
ルムに対する豊かな経験を得るためのものである（「図 9」から「図 14」を参照。「再現的」といっ
ても、さまざまなレベルの表現が見られる）。
⑶ 眼と手の訓練のための造形演習
具体的な内容は「3．『思春期の美術』の構成及び内容」の「表-1」（25頁）に要約したとおりであ
るが、ここでも眼と手の訓練と眼が命じることを手にさせるための身体全体の訓練の重要性が強調
されている。「再現的描画」の訓練と異なる点は、こちらの方が造形的な感覚の基礎訓練の色彩が強
いことである。訓練的な活動はともすると退屈なものになりやすいが、ジョンストンは「大きな紙
に筆と墨で再現しなさい。腕を十分に伸ばし、強く勢いのあるストロークで描きなさい」（練習 1）、
「腕を十分に伸ばし、太く勢いのあるストロークで描くことを忘れては行けません」（練習 5）といっ
た注意を与え、体全体を使って関わることによって、子どもたちの能動的な活動を促そうとしてい
る。
図13 彫塑のため
の人体の再
現的描写
図12 人体の再現的な素描（d)
図14 幾何形体の再現的な描写
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⑷ 同時代美術の方法を取り入れた描画（コラージュ、フォト・モンタージュ、モノプリンティ
ング、遠近法を活用した空間構成）
『思春期の美術』の中で最も特徴的な方法は、この同時代美術の方法を応用した描画である。
①コラージュ、モンタージュ、フォト・モンタージュについて
コラージュとモンタージュ、フォト・モンタージュについて、ジョンストンは次のように述べて
いる。
「コラージュの方法は単純で、効果的である。自然や人工の形態を想起させない形を切り抜き、
その特殊な形を見ることによって、眼は新しい経験を得る。そして、それらの形を紙の上にな
らべ、感じのよい構図になるまで動かしてみる。これは形のみに関係する抽象美術あるいは非
再現美術と言えるものである。（中略）この方法によって、私たちは形の本質が何であるか、ど
のような形が不快な感じを与えるかを理解するのである」（原著，pp.101-103）
「モンタージュは、その名前の通り“台紙の上に貼る”ことであり、固形物を使ったり、物品が
全体に貼り付けられる点を除けば、コラージュと非常によく似ている。
フォト・モンタージュは、近代と古代、喜劇の時代と敬虔な時代といった歴史上の異なる時
代のテーマを写し取った写真を使うことによって、表現の範囲を大きく拡げることができるだ
ろう。（中略）フォト・モンタージュは想像力を解き放つ方法であり、モンタージュをもとにし
た絵は偶然の形から触発された一連の思考を翻案したものである。」（同，pp.103-104）
このようにテキストでは三つの技法が明確に区別されているが、文中の図版のキャプションをみ
ると、コラージュに基づく作品とフォト・モンタージュによる作品は区別されていない（図版の引
用に際しては、それぞれの技法に即したキャプションを付した）。
図16 フォト・モンタージュによる表現
図15 コラージュからの発展
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②モノプリンティングについて
ジョンストンは、モノプリンティングについて、自然を模倣したり、対象を模写する努力の緊張
を和らげ、生徒が自分の努力に疲れ、興味を失ってしまうような退屈さを避ける時などに取り入れ
るとよいと述べる。
この方法は、一枚の板ガラスの上に印刷用のインクを塗り、その上に糸やスポンジ片を置いて紙
を重ね、刷り取るものである。また、インクの上から鉛筆を用いて描画する方法や直接手で描く方
法（フィンガ ・ーペインティング???）もある。ごく簡単な方法であるが、結果は刺激的であり、時に
は驚くべき効果が得られると言う（原著，pp.114-118）。
③遠近法を活用した空間構成
この方法は、『思春期の美術』の中でも、「スクリブルからの発展」とともに目玉となっている方
法である。この方法について、ジョンストンは次のように述べている。
「P.ノーマン・ダウソンは、知的、科学的訓練の必要性という要求に適った、空間の中で物体を
用いる方法を導入した。彼の遠近法の指導方法は、もはや黒板上での無味乾燥な理論ではなく、
科学的、知的思考とともに、感情的な表現も取り入れたものである。その方法は幻想的なイメー
ジの秩序立った再現である。それは遠近法の新しい指導法ではなく、創造性の発展を手助けす
るために遠近法を利用するものである。」（原著，p.125）
ダウソンの方法は、一点透視図法によって描かれた空間に古代の彫像を配置するものと、同じく
図18 モノプリンティングによる表現
（b)
図17 モノプリンティングによる表現（a)
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一点透視図法によって描かれた空間に、立方体、円錐、円筒などの幾何学的形体を配置するものの
二種類あり、以下のような描画のプロセスが紹介されている。
(a) 画面上に消失点を取り、一点透視図法の原理で奥行きのある空間をつくる。
(b) その空間の中に、直立像や古代の彫像をさまざまな距離で配置する。一方、ギリシャの円
盤投げ像を垂直像としてではなく木製の人体模型のように円筒形で描いたり、あるいは人体
模型のように姿勢や動作を単純化して描いたりし、それらを遠近法の空間にさまざまな間隔
で配置し、一つの構図を組み立てる。
(c) 消失点を横切る水辺線をひき、実物のものをモデルにして好みのもの（緑の野原、白い雲
を浮かべた空、立方体の直立像、馬や鳥など）を描き加える。
ジョンストンは、生徒はこのような活動を通して、複雑な形象を単純化したり、分解したりし、
また古典的な方法で再現したりする感覚を獲得するとともに、分析や創造の経験を与えられ、自ら
の想像力や感情、そして創造的なエネルギーを表現することができるようになると述べている。（原
図20 幾何学的形体の空間構成（b)図19 幾何学的形体の空間構成（a)
図21 彫像による空間構成（a) 図22 彫像による空間構成（b)
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著，pp.126-127）
⑸ レタリングと本づくり
ジョンストンは、レタリングや印刷、製本を学校教育に取り入れるために、以下のような方法を
提示している。
まず第一になすべきことは、普段の筆記文字を好ましい水準にまで高めることである。ジョンス
トンは、文字のもつ芸術的な要素に無頓着な現状を批判し、紙の上に書かれた文字は図案として考
えるべきであり、文字、線の質、字間などの構成を工夫することによって、一つの芸術的なそして
個性的な観念を形にすることができると述べる。そして、筆記文字が一定の水準に達したら、伝統
的なペン習字を異なる書体（ブロック体）で行い、それらのフォルムをギリシャの壺のような他の
フォルムと比較するように促すべきであるとしている。
また、筆記文字を発達させるもう一つの方法として、自作のそして自筆の物語を造本することを
挙げている。挿絵を入れ、判型やデザインを整え、扉のページも工夫するといった、一連の製本作
業を実践することによって、読みやすい印刷の基本的な原理が理解できると述べる。
ジョンストンが印刷の原理の中で特に関心を抱き、重視しているのは構成の原理に関するもので
あり、その主なものは、反復、リズム、均斉とバランス、従属、対比、プロポーション、空間（間
隔）の調整 Spacingなどである。
以上が、ジョンストンが提示している思春期の子どものための美術教育の方法である。
先にもふれたように、これらの方法には、抽象絵画やシュルレアリスムなどの同時代の美術の新
しい方法を題材化したものと、伝統的な方法を改めて表現の原点に戻って見直すことにより、その
可能性を発掘したもの、絵画を離れてグラフィックデザインやエディトリアルデザインの分野にま
で目を向けたものなど、さまざまな方法が含まれている。ジョンストンについては、従来、同時代
美術にヒントを得た新しい指導法のみが強調される傾向があったが、こうしてみると、新しいもの
と伝統的なもの、感情の自由な表現とそれをより効果的なものとする知的・科学的な思考という、
それまで二元論的に対立してとらえられていたものを、双方の利点を生かしながらバランスよく取
り入れていこうとする姿勢を見てとることができる。
５．おわりに―W.ジョンストンの美術教育論の意義―
『思春期の美術』をもとに、W.ジョンストンの美術教育の考え方と方法がどのようなものであっ
たかを分析してきたが、ジョンストンの方法論は思春期の子どもたちの造形的な表現活動（特に絵
画表現）の活性化を図る上で、いかなる有効性を持つであろうか。
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⑴ 美術教育における思春期の危機説をめぐって
思春期の子どもが遭遇する造形表現上の危機に対するジョンストンの理解は、一言でいえば、子
どもが絵画表現に対して自覚的、意識的になるにしたがって自らの表現技術の未熟さに気付き、自
信を喪失するというものである。このような解釈は、ジョンストンだけでなく、V.ローエンフェル
ド、M.リチャードソン、ハーバード・リードなど、創造主義の美術教育の系譜に連なる多くの実践
家や理論家に幅広く見られる認識である。
例えば、ローエンフェルドは「青年期の特徴の一つは想像活動が無統制なものから統制のあるも
のへと変化すること」であり、「もしこの変化が突然起こったとすると――つまり、もし子供が、自
分の『子供っぽい行動反応』や、『無統制の想像活動』をいきなり批判的に意識するようになったと
すると、その結果の大部分は衝撃となる。この衝撃の結果の一つとして、子供はかれの創作活動を
中止するようになる。かれは『何も描けなく』なる」と指摘している（V.ローエンフェルド［竹内
清・堀ノ内敏・武井勝雄共訳］『美術による人間形成』???）。
また、M.リチャードソンも、青年期教育における教師が配慮すべきこととして、「生徒たちが思春
期の段階に達し、突然、自分の作品が子供っぽく、自然らしくないことに気づき、なにか型にはまっ
た写実的なものを模写することによって、もっとすぐれたように見えるものを作りたいと思うよう
になった時に、すぐに助けてやれるように、用意していなければならない」と述べている（M.リ
チャードソン［北条聰・淳子訳］『イギリスの子どもの絵』???）。
このように思春期における描画の危機に対するジョンストンの解釈は、多少のニュアンスの違い
はあるものの多くの美術教育家に共通のものであり、今日でも一般的な通念として広く共有されて
いる。
しかし、私見では、思春期の危機は単に論理的な思考の発達に伴う批判的な意識の高まりやそれ
を助長している教育方法に原因を求めるだけでは、問題の本質を十分にとらえきれているとは言え
ない。従来の議論は、表現活動に向う思春期の子どもの心理的なメカニズムに大きな関心を払って
きたが、絵画（描画）そのものの表現のメカニズムにほとんど目を向けてこなかった。しかし、思
春期の危機をもたらす更に重要な原因は造形表現のメカニズムそのものに求められると思われ
る???。
ジョンストンの美術教育論の特色は、思春期の危機を心理的なメカニズムの問題としてとらえて
いるという限界を持ちながらも、同時代の美術の方法論を援用することによって、結果的に造形表
現上のメカニズムに接近し得ていることである。このことについては、多少の説明が必要であろう。
⑵ 絵画と表現様式
絵画に対する誤解の一つに、画家は目で見たものを描くというものがある。特に対象を忠実に再
現したように見える写実的な絵画で、そうした誤解が生じやすい。しかし、三次元のものを二次元
の平面に表現するためには、ある置き換え（変換）が必要である。その代表的な例が、15世紀以降
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の西洋絵画に見られる透視図法的遠近法や明暗、陰影による肉付法である。画家は、見たままの形
や色を忠実に再現しているわけではなく、透視図法的遠近法や肉付法を用いて、絵を見た人が、画
面上に三次元の空間が存在し、奥行きや量感をもつ人やものが存在しているかのような錯覚を作り
出しているのである。また一方では、画面上に秩序や調和を生み出すために、形の把握や色彩の表
現、構図の組み立てなどにおいて、さまざまな操作が加えられている。つまり、絵を描くことは、
目に映った形や色をある枠組み（表現様式）を用いて再構成することであり、西洋絵画の伝統的な
技法である透視図法的遠近法や肉付法も、そうした枠組みの一つということになる。西洋には西洋
の、東洋には東洋の固有の表現様式があった時代には、絵を学ぶことはその表現様式（変換の仕組
みや方法）を身に付けることを意味した???。
表現様式の点から言えば、思春期に描画に対する苦手意識を強める子どもが増えるのは、幼児期
や児童前期に広く見られる図式的な表現様式が、育ちつつある客観的なものの見かたにそぐわない
ために放棄される一方、それに変わる表現様式を身に付けていない「表現様式不在」の時期に当る
からである。つまり、視覚像を描画のイメージに変換するための表現様式を身に付けていなければ、
「絵が描けない」のはある意味で当然である。絵を描くことは、表現様式というフィルターを通し
て対象の色や形をとらえ、画面上に再構成することであるが、そうした表現様式に対する認識がな
ければ、人は目で見た対象の色や形を忠実に模倣し再現することが絵を描くことであると誤解しや
すい。既に述べたように、対象の色や形を忠実に模倣し再現しているように見せるための技法とし
て写実的な表現様式があるが、それを身に付けるためには十分に時間をかけた訓練が必要である。
それは図工や美術の授業で行なわれる限られた学習機会だけで身に付けられるほど簡単なものでな
いのである。
⑶ ジョンストンの美術教育論の意義
先に見たように、ジョンストンが提示している描画指導の特色の一つは、スクリブルやコラー
ジュ、フォト・モンタージュといった偶然の効果をもとにした表現技法を用いている点である。こ
れらの技法は、シュルレアリスム???の画家たちが好んで用いたオートマティスム???やデペイズマ
ン???の影響を受けたものと考えられるが、表現のメカニズムの点から言えば、表現様式というフィ
ルターを介さずに、偶然に生れた形から発想したり（スクリブル）、イメージの偶然の組合せが喚起
する視覚効果からインスピレーションを得たり（コラージュ、フォト・モンタージュ）しながら、
それを創作活動に繫げていくものである。この方法は、「表現様式不在の時期」の子どもたちにとっ
て、ストレスが少ないだけでなく、形や色の意外性をもとに想像力や造形的な感覚を発揮し画面を
構成する活動は、思春期の子どもたちの創作欲求を刺激し、知的好奇心に訴えるものと言えるであ
ろう。
一方、眼の訓練、見ることの教化として位置づけられている「再現的な描画」については、伝統
的な描画の技法を、フォルムに対する経験を豊かにする方法としてとらえ直している点に特色があ
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る。「再現的」といっても対象の機械的な模写ではなく、対象を見、考え、感じる過程が重視されて
おり、積極的に省略やデフォルメを加えることによって、新たなフォルムを創出することが期待さ
れている。この活動は、表現様式の点から言えば、人体や幾何形体の素描を通して写実的な表現様
式の基本にふれるとともに、省略やデフォルメによる実験を通して、生徒が独自の表現様式を模索
する活動として位置づけることができる。思春期における描画の問題は、有効な表現様式を獲得し
ていない上に、そのことに無自覚なまま、対象の機械的な模写に過剰なこだわりを抱いてしまう点
にある。そうした子どもたちに対して、省略やデフォルメによる実験は表現様式に対する認識を高
めることが期待できる。
【註】
1)1952年に久保貞次郎、室靖らによって設立された創造美育協会による民間の美術教育運動。
2)子どもは生まれながらに豊かな想像力を持ち、それを励まし育てることが美術教育の主要な役割であるとする美
術教育の思潮。オーストリアの美術教育家フランツ・チゼック（1865-1946）がその先駆者とされる。初期の段階で
は、大人の干渉や指導は子どもの創造力の発揮や伸長に有害であるとして、環境の整備や子どもへの激励や賞讃な
どによる消極的な指導を重視した。
3)新井哲夫「北川民次と創造主義の美術教育」群馬大学教育学部紀要芸術・技術・体育・生活科学編，第 41巻，2006
年。pp.61-84
 
4)W.ジョンストン（周郷博・熊谷泰子共訳）『思春期の美術』黎明書房，1958年。原著は“Child Art to Man Art”,
Macmillan &CO.LTD.,1941.
5)V.ローエンフェルド（竹内清・堀ノ内敏・武井勝雄共訳）『美術による人間形成』黎明書房，1963年。“Creative
 
and Mental Growth”3rd Edition,The Macmillan Campany,New York,1947.
6)幼児期末から児童期にかけて健常な子どもに広く見られる様式で、発達段階の上からは、「図式期」「知的写実期」
などと名付けられている。
7)新井哲夫 ?様式の不在としての描画の危機―思春期における描画の危機をめぐって―」美術教育学 第 11号，167
-176頁，1990年
図23 11歳の子どもによるデザイン（P.ダウソン指
導）
図24 15歳の子どもの絵画（P.ダウソン指導)
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8)邦訳では「表象的な描画」となっているが、原著の内容に即して「再現的な描画」とした。
9)コラージュcollage（仏）：「糊による貼付け」の意。キュビスムのパピエ・コレ（貼紙）の発展したもので、本来
相応関係のない別々の映像を最初の目的とはまったく別のやり方で結びつけ、異様な美やユーモアやロマネスクの
領域を絵画に導入した。
10)モンタージュmontage（仏）：写真で複数の像を組み合わせて一つの画面を構成すること。また、そうして作られ
たもの。
11)フォト・モンタージュphotomontage（英，仏）：合成写真。同一の画面内に、異なった二つ以上の映像を合成し、
その効果によって異質なイメージの衝突を期待する手法。ジョンストンは、「フォト・モンタージュ」の語を、印刷
された写真を切抜いて台紙に貼り合わせる手法を意味する「フォト・コラージュ」photocollageの意味で用いている。
ちなみに、フォト・コラージュはフォト・モンタージュに先行し、1920年代から 30年代にかけて最も流行した。
12)モノプリント：モノタイプmonotypeと同義。油絵具やインクでガラス板や金属板あるいは石版の上に絵を図柄
を描き、それに紙を伏せて刷り取る技法。複数制作可能な作品をあえて一枚刷りにしたものをモノプリントと呼ぶ
場合もある。
13)モデリング：邦訳では「実体感観察法」と訳されているが、その意味するところは不明である。一般には、絵画
用語としては画面上に陰影などを施すことによって立体感を表わすことであり、彫刻用語としては粘土などの可塑
性のある材料によって形を肉付けすることであり、塑造を意味する。
14)直江俊雄『20世紀前半の英国における美術改革運動の研究―マリオン・リチャードソンの実践と理論―』建帛社，
2002年
15)フィンガー・ペインティング：顔料を澱粉などの糊や粉石鹼、テンペラ絵具と混ぜて合わせてつくった絵具を、
滑らかな板地、ガラス、紙などの上に出し、指や手のひら、ヘラ、刷毛などで絵を描くこと。あるいはそのような
方法で描かれた絵。
16)同 5）pp.293-294
 
17)M.リチャードソン（北条聰・淳子訳）『イギリスの子どもの絵』現代美術社，1980年 p.65
 
18)同 7）
19)19世紀末以降、絵画が、対象の再現描写を重視する写実的な表現スタイルから離れて、省略や強調、分解と再構
成といった方向に分化し多様な展開を見せるようになったのは、対象の視覚像の再現描写という古典的な絵画の絶
対的条件が相対化され、画家個人の内的ビジョンの表現に重心が大きく移動したためである。その背景には写真術
の急速な発達や、中国や日本などの西洋絵画とは異なる表現様式の影響（シノワズリー、ジャポニスム）などがあ
るが、画家個人の内的ビジョンを表現することが絵画の主要な目的となったということは、表現様式が画家の数だ
け存在することになったことを意味している。つまりそれは、表現様式が画家の外部に共通の時代様式として存在
し、それを学び身につけることが絵を学ぶことを意味していた時代から、画家が画家として認められるためには、
他の画家とは異なる独自の表現様式を模索し、構築しなければならない時代への変化である。
20)シュルレアリスム surre?alisme（仏）：超現実主義。20世紀の芸術潮流の一つ。1924年、アンドレ・ブルトンの「第
一宣言」によって興った運動だが、美術、詩、文学、政治など広い範囲にわたって、想像力の解放と合理主義への
反逆を唱え、人間自体の自由と変革を目指した。
21)オートマティスム automatisme（仏）：自動（記述）法と訳される。厳密には「シュルレアリスム宣言」に「理性
によるいっさいの統制なしに、かつ美学的、倫理的ないっさいの先入観なしに行なわれる思考の真実の書き取り」
とあるように、意識下の世界を探求するために用いられる方法。
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22)デペイズマン de?paysement（仏）：「追放すること」の意。シュルレアリスムでは、日常の関係から事物を追放し
て、異常な関係におくことを意味し、あるべからざるところに物がある表現をいう。その結果、合理的意識を超え
た世界が開示される。
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